
（
2
面
か
ら
続
く
）

（
そ
の
他
自
然
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
等
）

平
成
28
年
熊
本
地
震
、
令

和
元
年
東
日
本
台
風
等
で
被

災
し
た
地
域
に
つ
い
て
も
、

被
災
者
の
方
々
の
お
気
持
ち

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
生
活
再
建
の
支
援
に

向
け
て
、
必
要
な
取
組
に
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

熊
本
地
震
で
大
規
模
な
斜

面
崩
壊
が
発
生
し
、
大
き
な

被
害
を
受
け
た
阿
蘇
大
橋
地

区
の
道
路
は
、
残
る
国
道
3

2
5
号
阿
蘇
大
橋
に
つ
い
て

も
昨
年
3
月
7
日
に
開
通
し

ま
し
た
。

自
治
体
管
理
道
路

災
害
復
旧
を
代
行

ま
た
、
落
石
等
の
危
険
が

あ
る
現
場
に
お
い
て
は
、
無

人
化
施
工
も
活
用
し
な
が
ら

直
轄
砂
防
事
業
に
よ
り
斜
面

対
策
工
事
を
進
め
、
昨
年
8

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
や

令
和
2
年
7
月
豪
雨
に
お
い

て
は
、
各
地
で
深
刻
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
特
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
9

つ
の
一
級
水
系
で
、
同
規
模

の
災
害
が
発
生
し
た
と
し
て

も
被
害
を
防
止
で
き
る
よ

う
、
被
災
か
ら
5
年
か
ら
10

年
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
「
緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
と
り
ま

と
め
、
国
、
県
、
関
係
市
町

村
が
連
携
し
つ
つ
、
流
域
全

体
で
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一

体
と
な
っ
た
対
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
管
理
道
路
の
復
旧
工
事
を

国
が
代
行
し
、
迅
速
な
災
害

復
旧
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

（
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
）激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
豪

雨
災
害
、
切
迫
化
す
る
大
規

模
地
震
、
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
火
山
災
害
か
ら
国

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
は
国
の
重
大
な
責
務
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
5
か
年
加
速
化

対
策
」（
令
和
2
年
閣
議
決

定
）
に
よ
り
、
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
計
画
的
な
取

組
と
し
て
、「
激
甚
化
す
る

風
水
害
や
切
迫
す
る
大
規
模

地
震
等
へ
の
対
策
」、「
予
防

保
全
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
へ
の
転
換
に
向
け
た
老

朽
化
対
策
」、「
国
土
強
靱
化

に
関
す
る
施
策
を
よ
り
効
率

的
に
進
め
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
化
等
の
推
進
」
に
つ
い

て
、
重
点
的
か
つ
集
中
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
流
域
治
水
�

強
力
に
推
進

こ
の
5
か
年
加
速
化
対
策

や
、
国
土
交
通
省
と
し
て
と

り
ま
と
め
た
「
総
力
戦
で
挑

む
防
災
・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
含
め
、
今
後
も
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を
総

動
員
す
る
こ
と
で
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組

を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

気
候
変
動
の
進
展
に
よ
り

水
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
効
果

の
早
期
発
現
に
向
け
て
、
河

道
掘
削
、
堤
防
整
備
、
ダ
ム

や
遊
水
地
の
整
備
な
ど
の
河

川
整
備
や
下
水
道
整
備
の
加

速
化
を
図
る
と
と
も
に
、
本

川
・
支
川
、
上
流
・
下
流
な

ど
流
域
全
体
を
俯
瞰
し
、
国

・
都
道
府
県
・
市
町
村
、
地

元
企
業
や
住
民
な
ど
あ
ら
ゆ

る
関
係
者
が
協
働
し
て
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
対
策
に
取
り
組

む
「
流
域
治
水
」
の
取
組
を

強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

斉
藤
国
交
相「
新
年
の
挨
拶
」

Ｔ
Ｅ
Ｃ
�
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

拡
充
・
強
化
す
る

昨
年
11
月
に
は
流
域
治
水

関
連
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、

流
域
治
水
の
取
組
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
の
法
的
基
盤

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
都
市
河
川
の
指
定
を

通
じ
た
河
川
へ
の
雨
水
流
出

増
加
の
抑
制
や
、
民
間
施
設

等
も
活
用
し
た
貯
留
・
浸
透

機
能
の
向
上
、
水
害
リ
ス
ク

を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
・

住
ま
い
づ
く
り
な
ど
、
取
組

を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
ハ
ー
ド
整
備
の

長
期
目
標
で
あ
る
河
川
整
備

基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
気

候
変
動
の
影
響
に
よ
る
将
来

の
降
雨
量
の
増
大
を
考
慮
す

る
と
と
も
に
、
流
域
治
水
の

観
点
も
踏
ま
え
た
も
の
へ
と

見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
全

国
の
一
級
水
系
で
速
や
か
に

方
針
の
見
直
し
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

大
規
模
災
害
に
備
え
た
体

制
の
強
化
も
重
要
で
す
。
平

成
20
年
に
創
設
さ
れ
た
Ｔ
Ｅ

Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
は
、
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
、
昨
年

ま
で
の
災
害
に
対
し
て
延
べ

13
万
人
を
超
え
る
隊
員
を
派

遣
し
、
被
災
状
況
の
早
期
把

握
や
道
路
啓
開
、
排
水
ポ
ン

プ
車
に
よ
る
浸
水
排
除
な

ど
、
全
力
で
被
災
自
治
体
の

支
援
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

今
後
も
、
人
材
や
資
機
材

の
確
保
な
ど
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
体
制
・
機
能
の

拡
充
・
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

�
富
岳
�を
活
用

予
測
技
術
開
発

加
え
て
、
昨
年
も
、
前
線

や
台
風
に
伴
う
大
雨
等
の
災

害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
地

方
公
共
団
体
に
「
気
象
庁
防

災
対
応
支
援
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
）」
を
派
遣
し
、
災
害

の
事
前
対
策
や
二
次
災
害
防

止
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団

体
に
必
要
な
気
象
情
報
の
解

説
・
助
言
な
ど
、
現
場
の
実

情
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
迅
速
な
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｔ

派
遣
が
可
能
と
な
る
よ
う
体

制
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

線
状
降
水
帯
に
よ
る
災
害

か
ら
命
を
守
る
た
め
、
住
民

の
事
前
の
避
難
行
動
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
線
状
降
水

帯
の
予
測
精
度
向
上
に
向
け

た
取
組
を
前
倒
し
で
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
新
た
な
水

蒸
気
観
測
機
器
（
マ
イ
ク
ロ

波
放
射
計
）
の
整
備
等
の
観

測
の
強
化
に
加
え
、
気
象
庁

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

機
能
強
化
や
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」
を
活
用

し
た
予
測
技
術
の
開
発
等
を

早
急
に
進
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
4
年

度
よ
り
、
半
日
程
度
前
か
ら

線
状
降
水
帯
の
発
生
可
能
性

に
つ
い
て
情
報
提
供
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
防
災
気
象

情
報
の
改
善
を
順
次
進
め
、

大
雨
に
よ
る
災
害
の
防
止
・

軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

気
象
衛
星
に

最
新
技
術
を

ま
た
、
次
期
静
止
気
象
衛

星
に
高
密
度
観
測
等
の
最
新

技
術
を
取
り
入
れ
る
た
め
の

調
査
を
進
め
る
等
、
線
状
降

水
帯
、
台
風
等
に
よ
る
大
雨

に
対
す
る
防
災
気
象
情
報
の

高
度
化
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
害
リ
ス
ク
情
報
の
空
白

域
を
解
消
す
る
た
め
、
昨
年

改
正
し
た
水
防
法
に
基
づ

き
、
住
宅
等
の
防
護
対
象
の

あ
る
す
べ
て
の
一
級
河
川
、

二
級
河
川
及
び
下
水
道
に
お

け
る
浸
水
想
定
区
域
図
及
び

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・

公
表
を
促
進
し
ま
す
。

３
日
程
度
先
の

水
位
予
測
情
報

さ
ら
に
、
発
災
時
の
迅
速

な
災
害
対
応
や
早
期
の
広
域

避
難
等
を
可
能
に
す
る
た

め
、
3
日
程
度
先
の
水
位
予

測
情
報
の
提
供
に
取
組
む
ほ

か
、
水
害
時
の
浸
水
範
囲
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る

た
め
、
今
年
の
夏
ま
で
に
モ

デ
ル
地
区
に
お
い
て
、
浸
水

セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
実
証

を
開
始
し
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
）

完成した新阿蘇大橋

令和 2年 7月豪雨で被災した球磨川の西瀬橋

「
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
世
界

を
変
え
る
」
精
神
で
環
境
負

荷
低
減
を
大
目
標
に
掲
げ
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

昨
年
最
高
の
形
で
評
価
を
頂

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、
無

駄
な
ご
み
の
量
を
減
ら
す

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
こ
と
が
最

も
有
効
と
考
え
ま
す
。
私
た

ち
は
今
後
も
新
た
な
提
案
を

し
続
け
、
ブ
ラ
ス
ト
技
術
の

更
な
る
発
展
の
た
め
果
敢
に

挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
共
は
八
代
・
天
草
シ
ー

ラ
イ
ン
建
設
促
進
運
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
構
想

は
、
八
代
と
上
天
草
市
を
海

上
約
8
・
8
㎞
（
片
道
10
分

程
度
）
で
結
ぶ
こ
と
で
、
60

分
程
度
の
短
縮
を
実
現
す
る

も
の
で
す
。
本
構
想
の
早
期

実
現
に
向
け
、
本
年
も
さ
ら

な
る
運
動
、
展
開
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
も
本
年
が
素
晴

ら
し
い
1
年
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
当
組
合
に
と
っ
て

長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た

「
建
設
職
人
基
本
法
」
の
基

本
計
画
が
閣
議
決
定
後
見
直

し
期
限
の
5
年
を
迎
え
ま

す
。基

本
計
画
で
�
実
効
あ
る

対
策
を
講
じ
る
�
と
唱
わ
れ

た
項
目
は
何
一
つ
具
現
化
せ

ず
、
今
な
お
橋
架
工
事
現
場

等
か
ら
の
墜
・
転
落
死
傷
災

害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
法

を
画
餅
に
帰
す
る
こ
と
な
く

邁
進
し
た
い
と
誓
い
ま
す
。

各各
種種
団団
体体
かか
らら
新新
年年
のの
ごご
挨挨
拶拶
をを

申申
しし
上上
げげ
まま
すす

循
環
式
エ
コ
ク
リ
�
ン
ブ
ラ
ス
ト
研
究
会

会
長

山
田
博
文

八
代
経
済
開
発
同
友
会

代
表
幹
事

吉
武
卓
哉

全
国
仮
設
安
全
事
業
協
同
組
合

理
事
長

小
野
辰
雄

と
に
か
く
人
と
車
の
通
行

が
多
い
橋
で
あ
る
。
さ
す

が
、
三
条
大
橋
、
五
条
大
橋

と
と
も
に
、
京
都
を
代
表
す

る
橋
だ
。

そ
の
2
つ
の
橋
が
江
戸
時

代
、「
公
儀
橋
」
と
し
て
幕

府
の
手
で
整
備
さ
れ
て
き
た

の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
長
ら

く
民
間
の
人
た
ち
の
手
で
架

設
、
管
理
さ
れ
て
き
た
。
初

代
は
1
1
4
2
年
（
康
治
元

年
）
の
架
設
。
間
も
な
く
鎌

倉
時
代
と
い
う
平
安
末
期
だ

か
ら
、
い
か
に
も
京
の
橋
ら

し
く
、
古
い
。

当
時
は
「
祇
園
橋
」
と
呼

ば
れ
た
。
八
坂
神
社
へ
の
参

道
だ
っ
た
。

現
在
の
橋
は
橋
長
65
ｍ
、

幅
員
25
ｍ
の
鋼
連
続
桁
橋
。

1
9
4
2
年
（
昭
和
17
年
）

に
完
成
し
た
。
65
年
（
昭
和

40
年
）
に
改
築
さ
れ
、
デ
ザ

イ
ン
も
変
わ
っ
た
（
京
都
市

「
京
の
橋
し
る
べ
」、
祇
園

商
店
街
振
興
組
合
の
資
料
な

ど
に
よ
る
）。

京
（
み
や
こ
）
の
橋

四
条
大
橋�
上
�
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